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1　はじめに

　アブサラム・サイデンストリッカー（Absalom Sydenstricker）は，1852 年に

アメリカのウエスト・バージニアで生まれ，長老教会（Presbyterian）の宣教師

として 1880 年，28 歳の時に中国の上海に渡った。1880 年といえば清朝の光緒帝

が在位していた時代であった。以後，江蘇省の北部を中心に布教活動を行い，中

華民国期の 1931 年に 79 歳で療養先の江西省で亡くなるまで，中国に滞在し続け

た。その間に 4 回ほど休暇でアメリカに一時帰国してはいるが，51 年間という

人生の大半を，蘇北での布教活動に捧げた人物である。

　日本でのアブサラム・サイデンストリッカーの知名度は高くはないが，パー

ル・バックの父親といえば，容易にイメージがわこう。パールは，中国にて，農

学者であったロッシング・バックと結婚したため，姓がバックに変わったが，彼

女の中国名である賽珍珠の賽（sai）は Sydenstricker からきている。

　私とアブサラムとの出会いは，1985 年に南京大学に留学していた際，蘇北の

淮安県車橋鎮で農村調査をした時に遡る。自然災害の度に江南の都市に逃げてい

たいという農民の話を聞き，パール・バックの『大地』を思い出し，もしかして

淮安が『大地』の舞台なのではないか，と思った。この推測は，調査中に入手し

た，『淮安文史資料』第二輯に収められている「淮安基督教簡況」という一文を

読んで確信へと変わった。というのも，蘇北に初めて布教にきた宣教師は，アメ

リカの長老教会牧師の賽兆祥とあり，この人物の説明として，『大地』の作者で

ある賽珍珠の父と記されていたからである1）。

　こうした経緯から，蘇北での調査以降も，パール・バックやアブサラム・サイ

デンストリッカーについて資料を集めてきた。その後のリサーチで，『大地』の

舞台は安徽省北部の宿県であるということが判明するが2），同じ淮北平原という

ことで，当初の推測はそれほど間違っていなかったことになる。

　アブサラム・サイデンストリッカーについては，パール・バックによる伝記，

Fighting Angel : Portrait of a Soul John Day（1933）がある3）。また，アブサラ

ム自身による自伝として，Our Life and Work : A Private Account by Reverend 
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Absalom Sydenstricker がある。これは老いたアブサラムが南京に住んでいた

パールと同居するようになった 1923 年，パールに勧められて，個人的なノート

として書き記したものである。アブサラムが 71 歳の時の回顧で，亡くなる 8 年

前のことであった4）。なお，パール・バックは，父がこの自伝を書いている間に，

父から多くの話を聞き，伝記を書く際の参考にしたということである5）。なお，

アブサラムの宣教師としての中国における仕事を総括したものに，Absalom 

Sydenstricker（1852-1931） : a ruling minority of one という小冊子がある3）。

　アブサラム・サイデンストリッカーには，この自伝の他に，他の宣教師らと共

著で，中国滞在中の 1887 ～ 1897 年の 10 年間の間に記した文章を集めた，Mis-

cellaneous works on China がある7）。また，聖書の新しい中国語訳も行っている

が，これは公開出版されることはなかった8）。なお，アブサラムが亡くなった

1931 年に，娘のグレース（G. S. Y.）が短い追悼文を The Chinese Recorder に投

稿している。

　アブサラム自身が書き残したもう一冊が，ここで紹介するこの漢語テキストで

ある。これについては，アブサラムも自伝の中で言及している。即ち，布教活動

をしていくなかで漢語のテキストの必要性を痛感し，最初の 10 年間でこの語学

教材を作成したという。この小冊子は，上海にある American Presbyterian Mis-

sion Press から 1889 年に出版されており，中国訪問から 9 年目で出版されたこ

とになる。初版は数年でなくなり，自伝を執筆中の 1923 年には二刷りが印刷中

であるとのことなので，上海を中心とするエリアで布教活動をしている宣教師ら

の間で，宗派を超えて広く，そして長く活用されたものと推測される。

　私は，1995 年に客員研究員としてカリフォルニア大学バークレー校滞在中に，

本書のコピーを入手した。その年，ちょうど南京大学から訪問学者としてバーク

レー校に来ていた，顧黔氏の協力を得て，本テキストを読み込んでいった。顧黔

氏は南京出身であり，言語学を専門としていたので，江蘇省で編まれた漢語テキ

ストを読んでいくには，またとないインフォーマントでもあった。

　本テキストはさまざまな読み方が可能である。120 年前の官話の表現を知る手

がかりとして言語学的な読みもできようし，語学教材としての側面から当時の文
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法理解や教授法を研究することも可能であろう。

　文化人類学を専門とする私の関心は，布教を目的とする宣教師らが当時，どの

ような漢語テキストを用いていたかということにくわえ，地域性がどの程度テキ

ストに反映されていたのか，というところにある。アブサラムが活動した蘇北一

帯（呉語圏の南通市を除く）は，官話が話されていた地域ではあるが，北方官話

とは多少の違いがある。現在でもこの地域の口語には，南京話，揚州話など，独

自の発音や語彙，さらには統語法の一部が色濃く残されている。ましてや今から

120 年前となると，教科書的な官話と実際に彼らが耳にした口語との間には，今

以上に大きな開きがあったはずである。このギャップを彼らはどのように認識

し，埋めようとしていたのか，ということを知りたいと思った。

　もっとも，「序文」にあるとおり，アブサラムは本書を執筆するに際し，英文

で書かれた既存の官話の文法書を広く参照しており，発音についてもローカルな

ものを排除し，北方官話と南方官話を混合したものを採用したと記しているよう

に，あくまで全中国で通用する，普遍的なテキストを目指している。つまり，現

地で話されている口語表現を集めて編纂したテキストではない。従って，この地

域性の問題は，やや期待外れになってしまったのであるが，それでも子細に見て

いくと，多少の南方的な表現が収められていることが分かった。

　以下，本テキストの例文の分析を通して，こうした地域性や，慣用的な表現や

時代を感じさせる表現，キリスト教と関連する表現，および誤りのある表現など

を見ていきたい。

2　本テキストの構成について

　本テキストのタイトルを和訳するなら，『北京官話の口語表現に見られる文の

構造と慣用句の解説─漢語学習者の為に』とでもなろう。

　本テキスト編纂の意図を理解するため，序文を訳出しておく。また，本書には

目次がないため，全体の構成を概観すべく，各章のタイトルを訳出して目次を付

しておく。（　）内は筆者による内容の概略。
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序文

　この小冊子は，著者が行ってきた，口語漢語の慣用句と文構造の研究に基づく

ものである。もちろん，新しい試みが常にそうであるように，まだ粗く，不完全

で未完成のものである。建設的な批判なら歓迎したい。

　著者は，漢語の学習を始めてすぐに，口語の能力を身につけるには文を一つ一

つ丸暗記するよりも，もっと効率的な方法があるということを確信するように

なった。

　漢語を習得するには 3 つの点が必須であると思われる。これはどの外国語にも

言えることであるが，第一に，正確な発音を身につけること，即ち，母語のアク

セントの影響を排除することである。漢語の場合，これには声調をはっきりと区

別するということも含まれる。正確な発音は，もちろん，ネイティブの教師から

学ぶものであるが，その言葉を学んだ外国人の先輩の経験と指導も必要である。

初学者は，訓練を受けていない耳でもって聞いた自己流の発音をするよりも，先

学の経験を優先して受け入れれば，ひどい大失敗をすることもないであろう。も

し発音が間違っていると，その言葉で学んだものも，その土台から損なわれ，壊

されてしまう。第二に，単語を正しく使うこと。これは最初は辞書などから学ぶ

べきであるが，次第に言葉を話す人々から学んでいかなければならない。第三

に，慣用句と文の構成に対する正確な知識と応用が挙げられる。本書は，微力な

がらも，この第三の部分において学習者を導こうとするものである。著者の試み

が成功したか否かは，著者が判断することではないが，成功していれば喜ばしい

ことであるし，成功していなくとも失望することはないであろう。

　もし誰かが，こうした仕事に私の貴重な時間を割いたことを批判するならば，

私はただ，これは私がこれまで漢語を学んできた方法を公にしただけだ，と答え

たい。

　他の人は沢山の文を暗記することの大切さを話しているが，私は正直に言っ

て，これまで学んできた全ての方言においても，暗記した文は 12 にも満たない。

私がずっとやってきたことは，新しい単語の発音と使い方を学んでは，一般的な
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規則や原理に従って，それらを文に組み入れていくことであった。規則が分かれ

ば，それによっていくらでも文章は正しく組み立てることができるし，いくつも

の文章を暗記するといううんざりする勉強からも解放される。

　私は決して慣用句集を過小評価するつもりはない。というのもこれらは，とり

わけ初学者には，なくてはならぬものであるからだ。また私は文法書を退けるつ

もりもない。というのも，これらは，とりわけ学習者にその言語の全体像を示す

上で，非常に有用であるからだ。本書を書くに当たって，私は，英語で書かれ

た，入手できる全ての漢語に関する慣用句集と文法書を参照し，それらから多く

の手助けを受けたことを認めるが，それらをみるにつけ，私自身の道を模索する

べきである，という気持ちになったことも確かである。それ故，本書は，その成

否は別にして，かなり独創的な産物へ向けての，少なくとも最初の一歩の価値は

あるであろう。

　明らかにされてきた原理や規則などは，むしろ一般的なガイド，もしくは道標

としてあるべきものであり，文を組み立てる際に機械的に従うべき不変の規則で

はない。私は本書のタイトルに文法書とつけようとは思わない，というのも文法

書が扱わなければならぬ多くの事柄，即ち，文体，声調，方言的な特徴9）などを

本書は論じていないからである。私は，扱う内容を文の構成と慣用句とに厳格に

限定しているし，ローマ字による発音表示も，読者が文章を読む際の手助けとし

て載せただけである。従って，声調記号は省いているし，発音も一般的なもの，

即ち北方および南方の官話の混合したものを採用しており，南北のローカルな発

音は省いてある。というのも官話を話す人々の間では，この一般的な発音が，階

級を超えて最も多く使われているということを，私は知っているからである。

　一般的な官話の音韻表は，付録の II に付しておいた。これはもちろん，完全

なものではない。私は，sh　ch　j といった独特の音のもっている入声を，ハイ

フンの後に h を加えて表記した。例えば，「石」sh-h，「日」j-h などの如く。広

く表記されているように，「日」の最初の j を r に書き換えたいところであるが，

j の方が理論的にはより正確である。というのも，これ（ j ）は江南方言の帯気

音の z（j ＝ zh）だからである10）。このように，一，二の個所で，理論的な整合
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性の為に厳密な正確性が犠牲になっているところがある。発音の綴りに関して

は，もう一点，言及しておく必要がある。初頭文字として使われる i を私は常に

yi と綴っている。o を wo と綴るのと同様である。私はもっと正確にすることも

できようが，y は間違いなく in や ing などの前で聞かれる音であり，私は整合性

をもたせるため，これが初頭子音に来た場合，このようにしている。

　さて，本書は皆に支持されるもになるのか，本棚に並べられるだけなのか，屑

籠に捨てられることになるのか，どの場合になろうとも，私はそれを受け入れよ

う。

A．サイデンストリッカー

　清江浦11）にて　1889 年

目次

序文

　第一章 　語の分析と語構成（実際の語彙は二つ以上の漢字の組み合わせから

成っており，その組み合わせ方のパターンの説明）

　第二章 　文─単語の一般的な分類（文の中には，名詞など固定された位置にく

る単語─原著では「死字」，位置が固定されていない単語（述語）─原

著では「活字」，接続詞・感嘆詞など単独では意味のない単語─原著で

は「虚字」，の 3 つがある）

第一部　属性を示す修飾句をともなった名詞─原著では「死字」

　第三章　名詞（名詞，代名詞，数詞，複数形など）

　第四章　同格，並列（同格による並列には 3 種のパターンがある）

　第五章 　名詞の属性を示す修飾句（基本的に修飾句は修飾する名詞の前にくる）

第二部　修飾語をともなった述語─原著では「活字」

　第六章 　述語一般（漢語の文構成においては述語が重要，完了表現，時制など）

　第七章 　述語の一般的な分類（述語は①形容詞的，②動詞的，③名詞の 3 つに



武蔵大学人文学会雑誌　第 43 巻第 2 号

（53）329

分けられる）

　第八章　動詞的な述語（主語の行為を肯定したり否定したりする）

　第九章 　名詞の述語（述語の中に，形容詞や動詞の代わりに名詞や代名詞と

いった実名詞があるもの）

　第十〇章　述語の修飾語（1）副詞

　第十一章　述語の修飾語（2）副詞的な節

　第十二章 　述語のさまざまな形態 （1）動詞的述語の他動詞的なものと自動詞

的なもの

　第十三章　述語のさまざまな形態 （2）能動的および受動的な文の構成

　第十四章　述語のさまざまな形態 （3）疑問詞のある文の構成

　第十五章　述語のさまざまな形態 （4）叙述的な文の構成

　第十六章 　述語のさまざまな形態 （5）文末にきて行為の趨勢，程度，結果な

どを示す語句

　第十七章　述語のさまざまな形態 （3）強調表現における語順

第三部　不変化詞─原著では「虚字」12）

　第十八章　接続詞と単語，句および文の接続

　第十九章　感嘆詞と接尾辞

付録Ⅰ 　記述的な類別詞（量詞を指す）の表（定義とその類別詞が使われる単語

の分類を含む）

付録Ⅱ　一般的な官話の音韻表

　アブサラムが本テキストの第一章において，単語の分析から説き起こしている

のは，非常に理にかなっている。英語と比較した場合，漢語の最大の特徴は，単

音節の漢字がただ並んでいき，単語や句，さらには文を形成していること，およ

び漢字には語形変化がないため（これを「孤立語」と呼ぶ），意味の差異は語順

によって表現される，ということだからである。

　第一章の冒頭にある「単語は多くの場合，複数の漢字から構成されている」と
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いう彼の説明は，現代の言語学用語で言えば，語を構成する形態素について述べ

ていることになる。形態素とは意味をもつ最小の言語成分であり，一つの形態素

によって構成される語が単純詞，複数の形態素によって構成される語が合成詞と

呼ばれる。彼はこうした区別はしていないが，形態素が組み合わされるパターン

をいくつかに分けて紹介している。

　第二章は，文の成り立ちを概説するもので，漢語のもう一つの特徴である，

「孤立語」としての特徴を説明しているともいえる。その際，「死字」（名詞など

固定された位置にくる）・「活字」（位置が固定されていない述語。ここでは動詞，

形容詞を指している）・「虚字」（単独では意味のない単語）という区部を行って

いる点が注目される。この区分が既存の文法書から踏襲したものか，彼の区分か

は不詳であるが，おそらく前者であろう。本書では，この三区分が，続く第一

部，第二部，第三部とそれぞれ対応しており，理論的な整合性を持たせている。

　現在の文法用語では，単語の位置によって「死字」「活字」と区別することは

せず，語法上の機能によって，文の成分となり得る「実詞」（名詞・代名詞・動

詞・形容詞・数詞・量詞）と，単独では文の成分とはなり得ない「虚詞」（助詞・

擬声詞・感嘆詞）とに分けることはある。従って，本書でいう「虚字」は，その

まま今日の「虚詞」に相当する。

　彼が参考にしたという，それ以前の文法書が明記されていないので，本書のど

の部分が先学の成果を引き継ぎ，どの部分が彼のオリジナルな解明なのかは，分

からない。しかしゼロからこれだけのレベルまで到達できるとはとても思えず，

既存の成果の上に新たな発見が付け加えられたとするのが妥当であろう。以下に

見ていく，南方語特有の表現，漢語らしい表現，そして誤った表現などから，ア

ブサラム自身が解明した語法や，新しい例文などを，ある程度，推測することは

可能である。

　なお，ここでアブサラムが序文で言及している表記法について触れておきた

い。付録Ⅱの音韻表を見ても明らかなように，彼は，帯気音と非帯気音を同じ字

母で表記し，非帯気音に‘ をつけて区別しており，基本的にウェード式の表記を
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踏襲している。

　とはいえ，アブサラムが独自の表記を採用した，と断っている点が二つある。

一つ目は sh　ch　j といった特殊な音につく短い声調の音を，ハイフンの後に h

を加えて表記した，という点である。sh はそり舌音，ch はそり舌音と破擦音，j

は摩擦音であるが，短い声調というのは，入声（声門閉鎖音）を指すものと推測

される。例としてあげている「日」j-h，「石」sh-h はいずれも声門閉鎖音である。

sh　ch　j 以外にも声門閉鎖音があらわれる場合には，-h をつけて入声としてお

り，例としてあげた sh　ch　j には特に意味がなさそうであるが，綴り字として

は奇異にみえるので，わざわざ言及したのであろう。

　なお，ウェード式では「日」を jih と綴っている。著者によると，当時，「日」

を r で綴ることが広く行われていたようであるが，著者はそうしなかった根拠と

して，j は江南方言の z の帯気音（j＝zh）だからである，としている。ちなみに，

現在の併音表記では「日」を ri と綴っている。

　もう一点は，初頭文字として使われる i を yi と綴ることである。ウェード式で

も o を wo と綴るが，yi は i と綴っている。著者は実際の音声的理由を根拠にし

て，ウェード式には従わず，このようにしたわけである。現在の併音表記でも，

声母なしの単独の i は yi と綴っており，著者には先見の明があったとも言える。

3　例文の分析─まとめ

　以下，本テキストに収録されている例文を項目別にみていきたい。但し，ここ

ではその概観をまとめることとし，具体的な例文の分析は最後に付しておいた。

なお，（　）内の邦訳は，漢語も参考にしているが，漢語と英語との間に差異が

ある場合には，英語の方を優先している。漢語には間違いがあり得ても，著者の

母語である英語に間違いはないからである。

（1）地域差が反映されている語句や表現

　本テキストを手にした際に期待していた地域差であるが，本書の編集方針が，
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ローカルなものを排除し，全国で通用する官話のテキストを作ることにあるた

め，地域差を反映した例文は多くはなかった。それでも，3 点ほど南方で使われ

ている表現が収められている。

　一つ目は，第三章にある「誰」と「那個」（「哪個」だれ？）の表現である。著

者は「誰」を北方官話，「那個」を南方官話と説明しており，例文の中で唯一，

南北の地域差を明記したものとなっている。但し，当時はこうした地域差が存在

したのかも知れないが，現在はこのような地域差はない。

　二つ目は，第七章で述べている，比較を表わす「A 形容詞 + 似 B」「A 形容詞

+ 起 B」「A 形容詞 + 過 B」といった表現である。北方官話なら「A 比 B 形容詞」

と，「比」を用い，形容詞の位置も異なる。著者はこれらが南方でよく使われる

表現と断わらずに記載している。なお，蘇北一帯の中国人もこうした表現を使

う。中国を地理的に南北に分けているのは長江ではなく，その北の淮河であり，

蘇北は「江淮之間」の地域に入るので，地域区分としては南方中国になる。これ

などは，蘇北で布教活動をした著者が，普段，耳にする表現をそのまま例文とし

てあげたのであろう。

　比較表現において，北方が「比」を用いるのに対し，南方では「過」を用いる

ことは，橋本満太郎も『言語類型地理論』（1978）の中で指摘している。橋本の

論点は，北方語が逆行構造をとるのに対し，南方語は順行構造をとるという文脈

において，北京語なら「你比他高」（あなたは彼よりも背が高い）というところ

を，広東語では「你高過佢」というように，北方語の比較句 + 形容詞という語順

が，南方語では形容詞 + 比較句という順序になる，と指摘している。

　著者は同じ第七章において，「這個法子比那個好」（この方法はそれよりもい

い），「今天比昨天冷」（今日は昨日よりも寒い）といった，「比」を用いる比較表

現を紹介している。これらは既存のテキストからの引用と推測されるが，もしそ

うではなく，彼が蘇北において耳にした表現であるならば，120 年前の蘇北にお

いて，こうした北方語的な比較の表現が使われていた，ということの証にもな

る。

　三つ目は，第十八章にみえる，「不曉得」（知らない）という表現である。北方
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なら，「不知道」と言う。この表現が既存の北方官話のテキストに出てくるとは

考えられず，これは著者が蘇北の地で実際に聞いて覚えたものであろう。

　いずれにせよ，著者は，北方語と南方語の表現の差異を十分に認識していた

が，本テキストでは，それが厳格に区別されているとは言えない。著者がこれを

無意識のうちにしたとすれば，彼が拠点とした蘇北における当時の口語の実態を

反映していることになり，興味深い。

（2）漢語らしい慣用的な表現

　ここでいう漢語らしい表現というのは，ネイティブ・スピーカーからみても，

土着の匂いのする慣用表現をさす。外国人がどしてこうした表現を知り得たの

か，と思うようなものを拾ってみると，23 例ほどあった。文語的で文雅な表現

（第五章の「光景」，第十章の「如是看来」など）もあれば，極めて会話的な表現

（第六章の「這會兒」，第七章の「一個様」，第八章の「幾時」，第十一章の「裡

頭」，第十八章の「不問」など）もある。いずれも現在でもよく使う表現である。

　なお，漢語らしい表現と関連して，著者の鋭い洞察を示す語法の説明がある。

即ち，第十二章の冒頭にみえる，「一般規則として，官話の口語では，動詞の後

ろに目的語がある場合，動詞に介詞がつくことはない。明らかな例外は，そのつ

ど説明していく」という説明がそれである。例文としてあげている「走路」は，

動詞の「走」の後に「路」という目的語がついているので，「道を歩く」という

意味の場合，動詞に介詞である「在」をつけて「走在路」と言うことはない，と

いうことを言っている。「坐轎子」（かごに乗る），「上京」（上京する），「走外江」

（川に沿っていく），「走中間」（中間をいく）なども同様である。

　続く例文，「水要倒缸」（水を缶の中に入れなさい）の場合は，書面語では「水

要倒在缸里」と言うこともある。著者は，これを口語では「水要倒缸」と省略で

きる，ということを解明したわけである。「書要擱窗臺上」（本を窗の土台の上に

置きなさい），「煤盛袋子裡了」（石炭は袋の中に入れてある）も同様である。

　こうした介詞は，現在でも口語では省略されることが多い。もっとも，前半の

「走路」などは，基本的に介詞をつけず，つけた場合，場所を特定したり，強調
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の意味になる例であり，後半の「水要倒缸」などは，いずれも書面語では介詞の

「在」をつけ，口語では省略が可能という例であり，著者は二つの異なるカテゴ

リーの事例を一緒に述べていることになる。

　例文には，このほか，第六章の「鋤地呢無力討飯呢怕羞」（耕すには体力がな

く，物乞いするには恥ずかしい）や第十八章の「男子有徳就是才女子無才就是

徳」（男子に徳あるは即ちこれ才，女子に才なきは即ちこれ徳なり）の如く，現

地の中国人の発話や，古典からの引用（著者が読んだかは別として）などもあ

る。

（3）キリスト教や，異文化に関する表現

　宣教師向けのテキストなので，もう少し実際の布教活動で活用できる表現が多

く収められているものと予測していたが，それほどでもなかった。これは本テキ

ストが，布教活動のための例文集ではなく，あくまで漢語の語法を解読しようと

したものであることからきている。

　それでも，子細にみていくと，布教活動と関連する文例が 15 例，迷信を批判

する文例が 2 例，聖書からの間接的な引用が 2 例，文化一般について述べている

文章が 3 例ほど収められている。

　文化一般について述べている文章としては，第三章の「中國外國人情自然相

同」（中国人と外国人の感情はもちろん，互いに同じである），第四章の「風俗各

有不同」（風俗は地域によって異なる点があるものだ），第十八章の「刀子叉子和

匙子是喫飯用的」（ナイフ，フォーク，スプーンは食事の際に用いるものである）

などが興味深いが，第四章の「他們大半是江蘇人」（彼らの大半は江蘇人だ），第

七章の「山東人有江蘇的多」（山東の人口は江蘇よりも多い）などは，江蘇省に

拠点をおいていた著者ならではの例文となっている。著者は徐州にも足を伸ばし

ており，江蘇と並んで山東も活動領域に入っていた。

　土地の神や死生観を迷信と退けるような文章としては，第四章の「廟裡的神統

統是的假的」（廟の中の神々は全て偽物である）と第十章の「死人焉能復活呢」

（どうして死人が生き返ることがありえようか）とがある。
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　キリスト教と関連する文例は最も多く，第六章の「世人無知的時侯神不追求」

（世の中の人が無知であるとき，神はこれを大目に見てくれる），「末了世人必要

認救主」（最後には，世の中の人は皆，救世主を認めるようになるであろう），

「安息日醫院使得使不得」（日曜日に病院を営業することは正しいことなのか），

第七章の「赦我的罪如同我赦人的罪」（私が人の罪を許すように，私の罪を許し

たまえ），第十七章の「世上的人他都能愛」（世の中の人全てを彼〈神〉は愛する

ことができる），第十八章の「信他愛他跟他」（彼を信じ，彼を愛し，彼に従いな

さい），「願天父保佑我們免得陥在罪裡」（天にまします我らが父よ，我らが罪を

犯さぬようお守りたまえ）などがある。中でも，第四章の「教友男女都来了」

（教会のメンバーが男女ともやってきた）と第五章の「本地先生那用功的可以能

進達」（現地の教師らは，努力する者であれば，昇進が可能である）は教会メン

バーや現地の牧師に関するもの，第六章の「未曾傳道焉能聴見」（伝道をしなけ

ればどうして彼らは（福音を）聞くことができようか），「我們傳道来了」（我々

は伝道しに来た），「傳道他没有口才」（伝道に関して，彼は言葉の才能がない），

第十八章の「我們来傳道叫你們大得好處」（私達が伝道に来たのは，あなた達に

好いことをするためです）などは，伝道活動と直接関わる表現となっている。こ

れらの中には，直訳の結果からか，誤りのある表現が，15 例中 3 例ほどある。

　聖書からの間接的な引用としているのは，第七章の「愛父母過於愛兄弟（Mat-

tew x. 37 ; Mark ix. 43-5-7 を参照）」（兄弟よりも父母をより愛せ），および第

十八章の「神愛世人甚至把他獨生的兒子賜給他們」（神は世の人を深く愛し，自

分の唯一人の子を人々に差し出すことすらする）（John 3, 13）となっている。

　但し，第七章の例文で参照せよとしている「マタイの福音書」10 ─ 37 には，

「わたしよりも父や母を愛するも者は，わたしにふさわしい者ではありません。

また，わたしよりも息子や娘を愛する者は，わたしにふさわしい者ではありませ

ん」とあるが，「兄弟よりも父母をより愛せ」という言葉があるわけではない。

また，「マルコの福音書 9」（43-4-7 は表記ミスか）には該当する文章が見当たら

ない。第十八章の例文には英訳がなく，出典としている「ヨハネの手紙　第三」

には該当する文章が見当たらない。



アメリカ人宣教師の著わした漢語テキスト　西澤治彦

（33）322

（4）時代を感じさせる語句や表現

　120 年前のテキストだけに，当然のことながら今ではあまり使わない語彙や表

現がある。目についたものを拾ってみると，19 例ほどあった。

　第 4 章の「推車的」（車引き人夫），「鴉片」（アヘン），第三章の「洋銭」（清末

から民国期にかけて通用した銀貨），第四章の「中國皇帝光緒」，第五章の「洋

布」（「土布」に対して，細く上質な綿糸で薄地に織った綿布をさす。カナキン），

第十二章の「官府」（特に地方の役所，官吏）などの語彙は，現在では歴史用語

になっているが，当時は日常的に使用していたものであった。

　第十二章の「把銀子送給難民」（銀貨を難民に送る），「他們都被兵丁殺盡了」

（彼らは皆，兵士によって殺害された），「被賊掠了」（賊に略奪された），「挨官府

的打」（地方官吏に殴られる），「非但荒年而且反亂」（飢饉ばかりでなく反乱も起

る）といった表現も，当時の社会状況を反映したものとなっている。

　また，召使いに関しても，第四章の「王二我的用人很老實」（私の召使いであ

る王二は非常に正直である），第五章の「我這個老實忠心的用人」（私のこの正直

で忠実な召使い）などの表現があった。

　身分関係で興味深いのは，第十七章で「士農工商」（学者・農民・手工業者・

商人─市民），「君王官上」（皇帝と役人─支配者），「民夫兵丁」（市民と兵士─庶

民）などといった表現を収録していることである。

　近世日本における「士農工商」が身分制度であったのか否かは，諸説あり，対

象とする時代や研究者の思想的背景によっても異なってくる。それでも，江戸時

代のある時期から，士が武士を表わすようになり，身分制度としての側面を持つ

ようになったことは否定できないであろう。漢語の「士農工商」の「士」は，軍

人ではなく士大夫や文人を指した。「士農工商」の出典は『管子』とされ，本来，

身分制度を表わすものではなく，社会を構成する様々な職種の人々を指した。著

者がこれを身分階級としてではなく，「─市民」と換言しているのは，正確な訳

といえる。この「士農工商」の上に，支配者である「君王官上」が君臨してい

た。また，平民や兵士は，「民夫兵丁」と称して，別なカテゴリーが存在してい

たことを思わせる。
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（5）誤りのある単語や表現

　誤りのある表現を指摘したのは，著者の漢語能力に問題があったことを指摘し

たいがためではない。全体の量からいえば，誤りのある表現は微々たるものであ

る。

　気がついた誤りは，全部で 40 例あるが，このうち，単純な誤植である 9 例を

引くと，31 例の誤りがあることになる。このうち，語順の明らかな誤りは，3 例

しかなかった。即ち，第六章の「我不要明天到郷裡去」（私は明日，農村部へは

行きたくない），「我們住不開這個房子」（我々はこの家に住むことができない，

小さすぎる），第十一章の「使鎗被他打殺」（彼に銃で殺された）である。

　誤りのうち，第三章の「這些孩子們」（これらの子供たち），第五章の「多們的

那些四個小學生」（彼らの 4 人の小学生），第九章の「昨日怎麽没来過」（どうし

て昨日，来なかったの？）」などは，今日でも外国人が犯しやすい誤りである。

　また，第十八章の「信他愛他跟他」（彼を信じ，彼を愛し，彼に従いなさい）

の如く，英文からの直訳のせいで，違う意味になってしまっているものもある。

　それ以外の誤りは，文語の知識があるが故に口語に文語が混じってしまい，意

味は通じるが慣用的には言わないというのもなど，漢語に対する一定の知識がな

いと間違えないようなものである。例えば，「未曾傳道焉能聴見」（伝道をしなけ

ればどうして彼らは〈福音を〉聞くことができようか），「善會講話」（講話がう

まい），第十六章の「要去屢次」（何度も行かなければならない）などがその例で

ある。また，第十八章の「殺牛宰羊」などは，「殺猪宰羊」という成句を知って

いなければ作れない表現である。

　これらの誤り方から，著者の漢語に対する能力は相当のレベルにあったことが

推測される。

4　�著者の方言理解と漢語教育�

─ The Chinese Recorder 掲載の文章から

　本テキストは，このように，蘇北一帯の方言が色濃く反映されたものではない
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が，アブサラム・サイデンストリッカー自身は，方言に対しても非常な関心を示

し，音韻の研究もしていたことを窺わせる文章を残している。アブサラムは，宣

教師の雑誌であった The Chinese Recorder にしばしば寄稿しているが，その中

に漢語方言に関するものがいくつかある1）。即ち，本テキストを出版する前年の

1987 年から 88 年にかけて，立て続けに 5 本の文章を書いている。

　Variations in the spoken language of northern and central China（1887a）で

は，華中や華北の方言を学んだ経験から，「人」jen が華中では yin と発音され，

初頭の j は通常，y に変化するなど，方言の音韻変化には一定の規則性が見られ

ることを指摘し，標準となる北京音に対する山東音の特徴について述べている。

しかも済南府や芝罘など，地域ごとのこまかな差異まで言及している。こうした

規則性を学ぶことは，中国学者のみならず，日々，さまざまな人々と交わる宣教

師にとっても有益であるとしているが，これは実体験に基づくものであろう。自

伝によると，アブサラムは 1884 年に杭州から山東に転勤となり，1883 年に鎮江

に移動するまで，芝罘を拠点に布教活動を行っており，山東方言はこの時期に習

得したものと思われる。

　Southern Mandarin（1887b）では，北方官話と南方官話の違いについて概略

し，その差異は小さく，数え上げることができる程度であるとしている。i や ü

の前の ts や k 音，初頭の s や h の違いのほか，最大の差異は，南方官話が入声

を残していることである，としている。これは現在でもその通りで，筆者も蘇北

の淮安県の農村調査で，入声があるのを聞いて驚いた経験がある。その前に広東

語を学んだでいたので，すぐに慣れたが，北方語しか知らない人であれば，相

当，面食らうと思う。このほか，南方官話では n と ng の区別がなく，一般に n

が ng 化すること，音の間にある ie が ei に（「天」t’ien が t’ein に），u が o に

（「東」tung が tong に）変化することなどをあげている。

　興味深いのは，これらの南方官話の特徴は，古い形式に見られるという指摘で

ある。即ち，現在の南京語は急激な変化の中にあり，北京官話に近づきつつあ
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る，という観察を残していることである。アブサラムのこうした音韻に対する鋭

い耳は，訪中後，最初の赴任地である蘇州，さらに 1983 年に転勤となった杭州

にて，南方官話とは全く異なる呉語を学んだ経験によって鍛えられたものと推測

される。

　The dialect of the river and grand canal（1887c）は，大運河沿い，および長

江流域で話されている方言について述べたものである。アブサラムはこの地方一

帯で話され，ある種のリンガフランカ（共通の通用語）となっているものを，

「一風変わった官話」として紹介している。長江流域の代表として漢口方言を，

大運河沿いの代表として揚州方言をあげている。両者のうち，大運河沿いの方が

地域による差異は少ないとし，鎮江の南から清江浦（淮安）のかなり北まで，東

は沿海部までの地域において，統一的な方言が話されているとしている。この地

域区分は，まさに蘇北一帯を指している。

　この地域で話されている官話を，アブサラムは，商業的に形成されたものと

し，北京語や南京語の特徴的な音をともに取り除き，多くの異なる音が最小限に

縮小され，容易に発音できるようになっているという。その上で，入声の特異な

形態を除き，南京語よりは北京語に近い形となっているとしている。筆者も蘇北

での調査で，この一帯で話されているリンガフランカを，土地の人が「蘇北標準

話」と言うのを聞いたことがある。しかし，それを大運河の運輸業と関係し，誰

でも使いやすくするために，北方と南方の特徴的な音を排除した「共通語」とし

てとらえたことはなかった。詳しくは，言語学者の検証を待ちたいが，これは卓

見と思われる。これも北京官話を学んだ上で，大運河の南端である杭州から，北

は山東の徐州まで，実際に生活した経験があったからこそ，見えてきた世界であ

ろう。

　結論として，アブサラムは，南京語よりは南方官話のスタイルに合わせた方が

有用性が高いとしているが，中国全体としては，北京官話を学ぶのがベストであ

るとしている。というのも，北京官話は大きな差異もなく，湖北，四川，江蘇省

および安徽省の北部で話されており，漢口でも通用するし，満州でも標準語と
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なっているからである，としている。但し，広く通用させるためには，北京語の

ローカルな慣用句や発音を排除する必要があり，その例として過度の「兒化」を

あげている。これは現在でも言えることである。また逆に，南方語に特徴的な入

声も相応に受け入れる必要があるとしている。これも極めて現実的なアドバイス

といえよう。こうした通用性の高い共通語を習得するためには，適宜，ネイティ

ブの教師を変え，様々な発音に慣れる必要があるともしている。

　Romanizing the official dialect（1888a）は，The Chinese Recorder 誌上で議論

されている，official dialect のローマ字表記に関する提案に対し，アブサラムが

自説を述べたものである。官話方言ごとに標準化されたローマ字表記があれば，

電報などでも便利であるということから提案がなされているわけであるが，アブ

サラムは，これは実用的ではないとしている。その理由として，第一に，ローマ

字表記は方言の音をそのままローマ字で表記するものであるが，問題は，官話に

は普遍的な発音など存在しない，ということである。例えば，南京語の音をロー

マ字化して，40 マイルしか離れていない鎮江に電報を打ったとしても，南京語

の音は非常にローカルなものであり，誤解を生じかねない。同様のことは帝国内

の他の都市でも言えることである。口語の音は百里ごとに変化するほどで，ほぼ

無限のバリエーションが存在する。官話は慣用句においては非常に統一されてい

るが，発音に関しては，ローマ字化の基礎となるような統一的な発音は存在しな

い。北京語音は南京語音よりも遙かに広範囲で通用するが，それでも天津にいけ

ばまた違ってくる。

　第二の理由は，よく知られているように，漢字には複数の音が存在することで

ある。そして結論として，官話に統一的な発音があるというのは誤った仮定であ

り，この点を解決しない限り，ローマ字化は困難であること，しかもこうした議

論は，布教活動をしていく上で何ら関係がない，としている。

　こうした議論も，各地の音をよく知っているからこそできるものであろう。最

後の言葉は，そんな議論をするぐらいなら，布教活動に専念すべきである，とい

う苦言にもとれる。



武蔵大学人文学会雑誌　第 43 巻第 2 号

（38）317

　The official dialect（1888b）は，先の文章に対するコメントへの，リプライと

なっている。第一点は，コメントでは，自分が南方官話の知識をどこで身につけ

たのかを問われたが，その答えは，南京の教師らからファーストハンドで身につ

けたものである。鎮江に住んでいた際，南京と鎮江の両方の教師から学び，これ

らの方言を話す人々の発音を聞いた，としている。第二点は，私が南京方言には

非常にローカルな音があると書いた際，具体例を挙げなかったが，それらは初頭

の l と n の混同，語尾の n と ng の区別ができないことである。第三点は，南京

語の話者が鎮江で誤解を受ける可能性があるというのは，実体験に基づくもので

ある。第四点は，コメンテーターは，official dialect という語を曖昧に使ってお

り，南京語からローカルなものを取り除いたのもを Nankingese official dialect

（南京官話）の如く表現している。しかし南京語は決して「官話」ではない。北

京語の場合は，ローカルなものを取り除いたものが帝国の「官話」になっている

が，南京語の場合はそうではない（Edkins著Mandarin Grammerを参照のこと，

記憶より引用）。南京においても普及しているのは北京官話である，と結んでい

る。

　アブサラムがあげている南京語の音の特徴は，現在でも言えることである。ま

た，「北京官話」は存在しても，「南京官話」なるものは存在しない，という見解

も正しい。あるとすれば，「北方官話」に対する「南方官話」という表現である。

なお，本テキストの中では，著者は参考文献をあげていないが，ここで外国人に

よる官話のテキストとして，Edkins 著の Mandarin Grammer をあげているの点

が注目される。おそらく当時，スタンダードな文法書であったと推測される。

　これらの文章を読むと，アブサラムの中国各地の方言，とりわけ活動の拠点で

あった江蘇省北部や南京語などのに対する知識は相当のものであったことが分か

る。これは現地で布教活動をするうえで避けて通れない問題であり，ある意味，

当然のことであった。しかも，その上で，自分が慣れ親しんだローカルな漢語に

執着することなく，北京官話の重要性を認識し，自分が編纂したテキストにもそ

の考えを反映させていたことが分かる。
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　ところで，本テキストが刊行された 1889 年，早くも本書に対する書評が The 

Chinese Recorder に掲載されている。Friendly critic という匿名の者によるもの

で，これは序文にある Friendly criticism is invited.（建設的な批判なら歓迎した

い）を受けたものである。短い文章ながら，コメンテーターは 8 つの批判と 3 つ

の賞賛をしている。批判点を紹介すると，①目次をつけるべき，②英語の索引を

つけるべき，③漢字の索引をつけるべき，④代名詞のリストに指示詞を加えるべ

き，⑤人称代名詞には慣用的な代用語も扱われるべきで，改訂版では Your Maj-

esty「萬歳」，Aged Brother「老兄」などを含むリストがあるとよい，⑥英語の

分詞に言及し，漢語で相当するものを論じるべき，⑦例文は，40 頁や付録 I の如

く，漢字・発音・英訳というようにコラムを分けて表記すべき，⑧賢明な友人の

助けを得て，テキスト全体の完全な書き直しを望む，となっている。

　賞賛点を紹介すると，①本テキストが，漢語を学習する上で特に重要である，

漢語の構造と慣用句に焦点をあてて詳述している点。これができないがために，

「外國人一開口亂説」（外国人は口を開けばでたらめな漢語を話す）と批判されて

きた。②著者の新しい試みをする勇気と努力。即ち，やさしい例文でもって説明

するのではなく，文法の専門概念を駆使し，新しい単語を作ってまでして，言語

の現象の解明を徹底的に行っている。③本テキストの最大の価値は，中国人教師

がもつ最大の欠陥を埋めてくれることにある。即ち，ネイティブは言語の背後に

ある原理を説明することができないが，本書はかなりの程度，その点を解決して

くれる。

　真摯なコメントではあるが，批判点はどちらかというと末梢的なものであり，

専門家然としていることろもなくはない。また，賞賛点としてあげている②番目

の点は，やや皮肉にもとれる。確かに，言語学の専門書ではなく，宣教師向けの

テキストなのであるから，もう少しわかりやすく，また見やすいレイアウトの方

がいいとは，筆者も思うところである。しかし，出版されたばかりの本に対して

全面的な書き直しを望むというのは，かなり厳しい注文である。アブサラムのこ

れに対するリプライはなく，また改訂版も出されなかったようである。
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　なお，本テキストの刊行から 19 年後の 1908 年に，アブサラムは，The Chi-

nese Recorder 誌上に，漢語の学習方法に関する見解を述べている。彼の長年の

語学学習のエッセンスがつまっているので，ここで紹介したい。

　Some principles which should guide the missionary in his study of the Chi-

nese language（1908）という一文がそれで，漢語は西洋の言語とは非常に異質

であり，外国人にとっては習得が難しい言語であるが，宣教師たるもの，この困

難に立ち向かうだけでなく，これを克服しなければ，中国でのライフワークの手

枷足枷となってしまうと，その重要性を説いている。

　口語に関して，先ず，どんな相手にも理解してもらえるように話すこと，次

に，どんな相手でも何を言っているかを理解できるようにすることが大切であ

る。これは前者よりは難しいかも知れない。人々は「土話」（土地のことば）を

話すので，教科書にない発音や語彙に出会っても聞き取れるように訓練する必要

がある。このためには耳と舌を訓練する必要があるが，宣教師の多くは漢語の諸

特徴のうち，特に発音が不完全になりやすい。これは発音を正確に聞いていない

からである。このためには正確な発音ができるネイティブの教師のほか，学習経

験のある先輩宣教師の導きも不可欠である。

　この際，声調も重要である。宣教師によって声調の重要性の認識には幅があ

り，文章全体で覚えるので，個々の漢字の声調は知らないという者から，文章を

話しながらも，あくまで個々の漢字の声調にこだわる者まで，様々であるが，こ

の中間が良いであろう。声調は方言によっても異なるし，内陸都市と開港都市と

でも声調の役割は異なってくる。前者は限られた語彙のため声調が重要となる

し，後者は雑多な方言が入り交じるため声調の役割は減少する。くわえて､ 声調

は文章になるとその大半が消えてしまう。これが混乱のもとで，中には文章を話

しながらも個々の漢字の声調を正確に発音する者もいるが，これだとかえって不

自然となり，リズムも崩れてしまう。ポイントは，中国人が話す場合，文章の中

の重要で強調したい漢字のみ，声調を明確にし，残りは曖昧になるということ，

学習者は単語の声調を正確に真似るだけでなく，文章のリズムをも正確に真似る

必要があるということである。
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　発音の次は，文の構成である。土着の「土話」は聞いて分かるようにする必要

があるが，これを習得する必要はない。宣教師が犯してしまう誤りの一つが，

ローカルな語彙を使って文を組み立ててしまうことである。この点，Dr. Mateer

著の Mandarin Lesson は優れたテキストであるが，それでも全国に通用する語

彙ばかりとはいえないので，各自，自らの地域の語彙をこれに加えていく必要が

ある。

　書物から学んだ文語の使用も，口語では気をつけなければならない。逆に，発

音や語彙において，あまりに「土話」の世界に入り込みすぎると，よそから来た

人に理解できなくなってしまう。学習が一定のレベルに達したら，漢語の書物を

読んで，ネイティブによって表現された漢語を学ぶべきであるし，小説から口語

表現を学ぶべきである。

　最後に，漢語で考えることができるようになってはじめて，学習者は漢語を習

得したといえる。これは宣教師らの子供が英語と漢語の両方を無意識のうちに話

している姿から，学ぶべきことが多い。

　文語の学習については，文語の定義は曖昧で，高度な官話の多くは文語的であ

る。宣教師がどこまで文語を学ぶべきかは，彼が携わる仕事の性格によるが，全

ての宣教師は古典，とりわけ四書（the Four Books）に対する一定の知識は不可

欠である。というのも，会話の中にはこうした古典からの語句の引用がよくみら

れるからである。但し，これらの語句の引用は，説教する際には多用しない方が

効果的であり，注意が必要である。文語の学習に関しては，Hirth 著の Docu-

mentary Chinese が良いスタートとなろう。

　漢字を書くことについては，宣教師が習った漢字を全て書けるようにするの

は，価値のあることである。漢字を書ければ自分で手紙を書いて，土地の人々と

の通信も可能となる。　最後に，宣教師たるもの，語学の研鑽を止めてはならず，

生涯，学習し続けることによって，布教という仕事もベストな状態で行うことが

できる，と結んでいる。

　アブサラムが提言している，発音と聞く力との関係，ネイティブと同国人の教
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師の役割分担，声調について，「土話」と文語に関することなどは，そのまま今

日でもあてはまるものである。とりわけ，今日のように「普通話」（標準中国語）

が普及しておらず，口語と文語も今以上に乖離していた 120 年前にあって，現実

世界で出会うさまざまな土話は大きな問題であったであろうし，口語と文語の使

い分けも難しかったであろう。そうした中にあって，本稿は，短いながらも的確

なアドバイスに満ちているといえる。また，バイリンガルになっている宣教師の

子供らから，漢語で考えることの重要性を指摘するというのは，パールをはじ

め，自分の子供のことを指していて興味深い。

　漢字を書くことや，漢語で書かれた本を読むことに関しては，日本人には当然

すぎて，何をいわんやという感じであるが，語学の学習は一生涯，続けられるべ

きである，というのは見習うべき態度である。

　なお，これと関連して，語学学校に関する短文も The Chinese Recorde に寄稿

している。本人によるこの雑誌への執筆としては，これが最後となった。Lan-

guage study classes（1912）という投稿がそれである。長年にわたって若い宣教

師らに漢語を教えてきた経験から，語学学校の利点を，①学生が学習に集中でき

る，②学生が一堂に会することから生じるメリット，③学習経験のある同国人教

師から学ぶメリット，④こうした効果的な学習によって時間を節約できる，⑤語

法を含む，より正確な言語の知識が得られる，と列挙している。そして学習して

いく上でのポイントとして，①正確な発音を習得することの大切さ，②教会が主

催する語学研修では，例文からなるテキストが過度に用いられており，しかも例

文の多くは外国人によって書かれたひどい口語となっている。教科書は，慣用句

と文の構成法からなるべきであり，例文は実際に話されている慣用的なものでな

ければならない，③中級以上になれば，500 ほどの漢字を書けるようにすると，

通信に使えるようになるし，現地の新聞なども読めるようになる，④教科書は，

文の構成法と慣用句に関して，最高水準のものが求められること，この知識は発

音に次いで重要なものである，としている。

　アブサラムのこうした提言の背景には，教会が主催する語学研修や，中国人教
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師による個人指導などよりも，同じレベルの学生が一同に集まり，学習経験のあ

る同国人の教師から集中して学習した方が効果が高いことなどを，自らの経験で

理解していたからであろう。もちろん，その際に求められる優れた教科書という

のは，自分が編集したテキストを指している。

　アブサラムがこの文章を 1912 年に書いたのには訳があった。彼の自伝，Our 

Life and Work によると，前年の 1911 年の春，アブサラムが 3 度目の一時帰国

から中国に戻ると，まもなく辛亥革命が勃発，清朝が倒れ，社会は混乱状態に

陥った。宣教師らは安全のために上海に避難し，そこで余った時間を語学研修に

あてることにした。アブサラム自身も語学教育に携わるために鎮江から上海に出

た。これを期に南京に語学学校が正式に開校されることとなった。同様に北京，

蘇州にも開設され，以降の新任宣教師の語学研修の場となっていったことが記さ

れている。自伝の最後に書かれている人生の回顧にも，アブサラムは，布教活動

の他に，語学学校で教えた最初の人間の一人となったことを特に記している。

　自伝に注釈を施したグレースが，父親が 1889 年に刊行した小冊子が語学学校

を開設するまでに発展し，彼はその語学力から漢語教育のリーダーにもなったと

まとめている如く，本テキストは刊行から 22 年の歳月を経て，中国各地での語

学学校の開設という新たな展開を導くこととなったのである。

5　おわりに

　本テキストは，アブサラムが序文で述べている通り，著者の語学に対する学習

観が反映されたものとなっている。即ち，単に多数の例文を暗記するというので

はなく，漢語の語法の背後にある原理を知ることにより，多様な表現が可能とな

り，より深いコミュニケーションが得られる，という考え方に基づく。従って，

このテキストは単なる用例集ではなく，語法の分析を試みたものであり，中級以

上のレベルの読者を想定している。

　従って，本書の本来の価値は，この語法の解読の試みにある。実際，文法用語

や語法の叙述方法，その精度などを別にすれば，著者が 120 年前に解明した語法
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のほとんどは，そのまま今日でも当てはまるものである。

　しかしながら，本稿の目的は，本テキストでなされた語法の解読を子細に分析

し，文法書としての本書を再評価することにはない。原資料を再録したのは，そ

うした作業を行う言語学の専門家の便宜を図る意味もこめている。筆者の関心

は，当時の宣教師らがどのような漢語テキストを使用していたのか，また蘇北と

いう地域性がどの程度，反映されたものになっているのか，ということにあっ

た。

　地域性に関しては，本書が全中国で使える官話テキストを目指しているため，

期待していたほどの特徴を見いだすことはできなかったが，それでも南方に拠点

をおいて活動をしていた痕跡を示す，いくつかの表現が収められていた。加え

て，時代を感じさせる表現や布教活動と関連した表現もいくつか見られ，今日，

読み返してみても興味深いものとなっている。また，例文には若干の誤りもある

が，これらはある意味，レベルの高い誤りであり，むしろ著者の文語に対す修養

を窺わせるものである。例文には，非常に漢語らしい慣用表現も随所にみられ，

これらは現地のインフォーマントから聞いた表現も含まれていると考えられる。

　本テキストだけをみると，アブサラムの漢語理解力，とりわけ諸方言に対する

知識は計りづらいが，The Chinese Recorder 誌上に掲載された文章を読むと，

彼が北京官話のほか，呉語や南方の諸方言にも相当の知識があったことが分か

る。特に，リンガフランカとしての蘇北方言や，南京語の特異性の指摘も注目さ

れる。また「南京官話」なるものは存在せず，南京でも北京官話が浸透しつつあ

るという指摘も，中国全体における口語の情況を的確に把握していたことを窺わ

せる。

　南方の諸方言に対するこれだけの知識がありながらも，本テキストではそれら

を誇示することなく，全国で通用する北方官話の解読に努めたのは，彼が蘇北を

布教活動の拠点としながらも，その視野は全中国をみすえていたことの証であろ

う。

　これはアブサラム自信が自伝の中で述べていることでもあるが，彼は蘇北の地

に，次々と布教活動の拠点を作っていくなど，野心的で行動力のある人物であっ
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た。反面，個人主義的に活動しているという批判も受け，ミッショングループ内

では，軋轢や対立が存在していたようである。このテキストを通読してみると，

彼のそうした強烈な個性と使命感があったからこそ，こうした先駆的なテキスト

を作ることができたと，いう思いを新たにする。

　しかもこうした試みが 120 年前になされていた，というのは驚きである。当時

の宣教師らの現地語の理解力は相当なものであり，本気で現地の人間とコミュニ

ケーションをとろうとしていたことが分かる。中国人をキリスト教徒に改宗しよ

うとした布教活動の是非は別として，宣教師らの異文化を深く理解するための手

段としての語学の習得の態度には，学ぶべきものがある。

　最後になるが，例文の分析を手伝っていただいた南京大学の顧黔氏に改めて感

謝したい。また，草稿段階で，武蔵大学非常勤講師の何旭氏，および東京外国語

大学名誉教授の中嶋幹起先生に目を通していただき，ネイティブ，および言語学

の専門家の立場から貴重なコメントをいただいた。あわせて感謝申し上げる。

　なお，巻末に原資料を付しておいたが，私自身が入手したものには書き込みを

していたのと，またその後に再入手したリプリント版も印刷の精度がよくないた

め，カリフォルニア大学滞在中の同僚である渡辺直紀氏に，新たに原本（スタン

フォード大学図書館蔵）からコピーしていただいたものを使うことにした。記し

て感謝する次第である。

例文の分析─資料編

（1）地域差が反映されている語句や表現

第三章

9 頁

「誰」who? whom? を北方官話，「那個」（だれ？　だれに？）を南方官話として

いる。後者の「那個」は「哪個」と同義と考えられる。これだけ明確に違い

を述べているので，当時はそのような違いが存在したのかも知れないが，少
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なくとも現在では，このような地域差はない。

第七章

37 頁

過於　勝過　勝似　to surpass（～より優れている）

他強以我　he is stornger or better than I（彼は私よりも強い）形容詞の後に

「似」をつけて，「～よりましだ」「～を超えている」という表現は，南方で

よく使われる。例えば，「生活一年強似一年」（生活は一年一年よくなる）と

いう表現は南方的で，北方では「生活一年比一年好」と言う。但し，「似」

を使って「他大似我三歳」（彼は私より三歳年上だ）とは言えず，この場合

は北方人同様「他大我三歳」「他比我大三歳」と言わなければならない。

這本大起那本　this voolume is larger than that（この本はあの本よりも厚い）　

「A 大起 B」という表現も，淮河以南の南方で使われている表現である。「Ａ

勝過Ｂ」「A 好過 B」「A 大過 B」という表現も南方的で「我大過你三歳」な

どとも言う。しかし南方の人も共通語を学ぶようになると，北方人のように

「我大你三歳」「我比你大三歳」と言うようになる。

第十八章

79 頁

怕你不曉得故此我来告訴你　lest you should not know it, therefore I came to tell 

you（あなたが知らないといけないので，私が知らせに来ました）「不曉得」

は淮河以南の南方で使われる表現。

（2）　漢語らしい慣用的な表現

第五章

17 頁

光景　aspect　一百的光景　it has the appearance of 100（100 の相がある）

「光景」には状況，様子という意味があるが，このほか，推測した数量の後

につけて「～ほど」「～くらい」の意味として使われている。「他多大？」

「三十光景」というように使う。但し，これは文語的で文雅な雰囲気がある
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一方，田舎は古い語彙を保存していることから，郷下人が話しているイメー

ジがあるという。

　著者はこれを「約・差不多・上下・来往」などの語彙と一緒に紹介してお

り，意図としては，「光景」も，「～ほど」の意味を表わす用例として紹介し

ようとしたと思われる。ところが，例文は，英訳から判断して，「光景」を

光景，様子，相の意味で使っている。この意味なら例文に誤りはないが，

「百前後」と言いたいなら，「一百光景」としなけらばならない。

上下　more or less　五十上下　fifty-more or less

23 頁

定做的衣裳　clothes made to order オーダーメイドの服　「定做」は「あつらえ

る」という意味で，アブサラムは背が高く，その為に服をあつらえていたた

め，こういう表現を使うようになったのかも知れない。

第六章

27 頁

我這會兒不去　I am not going this time（私は今回は行かない）今回を意味する

「這會兒」は非常に口語的な表現。

34 頁

鋤地呢無力討飯呢怕羞　to dig, I have no strengh, to beg I am ashamed（耕すに

は体力がなく，物乞いするには恥ずかしい）これは対偶法になっているが，

諺というよりは，実際に誰がか口にした表現を書き取ったものであろう。状

況としては，飢饉下の追い詰められた状況というよりも，肉体労働をするだ

けの体力のない知識人が失職した時の窮状を訴えたものであろう。

第七章

37 頁

你説話和我們一個様　you speak just like we do（あなたの話は我々のと全く同

じだ）この「一個様」は漢語らしい表現である。

第八章

41 頁
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他幾時回来呢　when is he coming back（彼はいつ戻ってくるのか）これは今日

でも会話で使う表現で，非常に口語的である。

第十章

48 頁

如是看来　thus it will be seen（見たところ）これは文雅な表現であるが，現在

でも口語で使う。

第十一章

51 頁

和你一塊兒去　go in company with you（あなたと一緒に行きます）口語的な漢

語表現である。「和你一起去」というと，これよりも書面語的となる。

52 頁

你們裡頭　in, or, among you（あなたたちの中で）現在でも使う口語的な表現。

「你們中間」「你們当中」とも言うが，「你們裡頭」の方がより口語的である。

55 頁

到底你有甚麽意思　to come to the point, what is your intention?（いったい，君

の本心は何なんだ？）現在でも使う口語的な表現。「你到底是甚麽意思？」

とも言える。

第十二章

57 頁

1-1　一般規則として，官話の口語では，動詞の後ろに目的語がある場合，動詞

に介詞がつくことはない。明らかな例外は，そのつど説明していく。

走路　to walk on the road（道を歩く）動詞の「走」の後に「路」という目的語

がついているので，「道を歩く」という意味の場合，動詞に介詞である「在」

をつけて「走在路」と言うことはない，ということ。もし，「走在路上」と

言うと，意味が変わり，歩いている場所を特定するときに使う。

坐轎子　to sit（ride）in a sedan（かごに乗る）もし「坐在轎子」と言うと，強

調の意味になる。

上京　to go to the capital（上京する）この場合，「上到京里」とは言わない。
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走外江　to go along the aoutside river（川に沿っていく）この場合，「走在外江」

とは言えない。

走中間　to go along the middle（中間をいく）この場合，「走在中間」とは言え

ない。

水要倒缸　the water you must pour into the stonejar（水を缶の中に入れなさ

い）「水要倒在缸里」とは言える。これを口語では「水要倒缸」と省略でき

ることを発見したわけである。

書要擱窗臺上　the books must be placed on the window still　（本を窗の土台の

上に置きなさい）「書要擱在窗臺上」とは言えるが，「在」を省略できるとい

うこと。

煤盛袋子裡了　coal is put into bags（石炭は袋の中に入れてある）「煤盛在袋子

裡了」とは言えるが，「在」を書略できるということ。

　こうした介詞は，現在でも口語では省略されることが多く，彼の語法の洞

察力は相当なものであるといえる。もっとも，前半の「走路」「坐轎子」「上

京」「走外江」「走中間」は，基本的に介詞をつけず，つけた場合，場所を特

定したり，強調の意味になる例であり，後半の「水要倒缸」「書要擱窗臺上」

「煤盛袋子裡了」はいずれも書面語では介詞の「在」をつけるもので，口語

では省略が可能という例であり，二つの異なるカテゴリーの事例を一緒に述

べていることになる。

　なお，第十三章の 59 頁に，「書擱在棹子上」books are ploaced on the 

table（本は卓の上に置かれている）と「在」のある文章を紹介している。

「書擱在棹子上」は，命令文として「（これから）本を机の上に置きなさい」

という意味にもなるが，「在」を取って「書擱棹子上」と言うと，本は机の

上には置いてなく「（これから）本を机の上に置く」という意味のみとなる。

「書要擱窗臺上」の場合は，「要」があるので，「在」があってもなくても，

これから置く，という意味となる。ちなみに，「擱」を使うのは北方的な表

現で，南方では「放」を使うことが多い。

第十五章
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33 頁

這件是定做的　this piece was made to order（これはあつらえたものです）これ

は漢語らしい表現である。

第 17 章

38 頁

凡事都得小心　in everything one must be careful（何事にも用心深くあれ）簡

潔で明瞭，非常に漢語らしい表現である。

第十八章

72 頁

不問中國外國　either Chiense or foreign（中国，外国を問わず）　同じ意味の

「無論」「不論」に比べ，「不問」の放がより口語的である。

73 頁

男子有徳就是才女子無才就是徳　when men have virture, that is endowment, 

when women have no endowments, that is virture（男子に徳あるは即ちこ

れ才，女子に才なきは即ちこれ徳なり）男尊女卑をあらわした言い回しで，

出典は明末の陸紹珩が著した『酔古堂剣掃』。原文は「就」ではなく「便」

の字を使っている。後半部分だけ単独で「女子無才便是徳」と言われること

が多い。

（3）キリスト教や，異文化に関する表現

第三章

11 頁

中國外國人情自然相同　the feelings of Chinese and foreigners are of course mu-

tually alike（中国人と外国人の感情はもちろん，互いに同じである）

彼此相愛　love one another（互いに愛し合う）

第四章

13 頁

風俗各有不同　evry custom has points of difference（風俗は地域によって異な
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る点があるものだ）

廟裡的神統統是假的　the gods in the temples are every one fales（廟の中の神々

は全て偽物である）

彼們大半是江蘇人　they for the most part are Kiang-su people（彼らの大半は

江蘇人だ）

14 頁

教友男女都来了　the Church menbers, both male and female, have all come（教

会のメンバーが男女ともやってきた）

第五章

14 頁（誤りのある表現と重複・誤りの箇所はそちらを参照）

本地先生那用功的可以能進達　native teachers - those who make an effort -may 

be able to get promotion（現地の教師らは，努力する者であれば，昇進が可

能である）

禮拝日，安息日　sabath　日曜のことを「礼拝日」とは現代口語でもいうが，

「安息日」は，宗教的な文脈でしか使わない。

第六章

28 頁

世人無知的時侯神不追求　at the time when men were ignorant, God overlooked

（世の中の人が無知であるとき，神はこれを大目に見てくれる）

去年不相信現在相信　last year he did not believe, now he believes（去年は信じ

ていなかったが，現在は信じている）

31 頁（誤りのある表現と重複・誤りの箇所はそちらを参照）

未曾傳道焉能聴見　if there has yet been no preaching how can（they）here?

（伝道をしなければどうして彼らは〈福音を〉聞くことができようか）

30 頁

末了世人必要認救主　at last the inhabitants of the earth shall all acknowledge 

the Saviour（最後には，世の中の人は皆，救世主を認めるようになるであろ

う）
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33 頁

安息日醫院使得使不得　is it proper to heal on the Sabbath day?（日曜日に病院

を営業することは正しいことなのか）　なお，この場合の「使得」は「かま

わない」ではなく，「使うことができる」という意味である。この表現は，

現地において宣教師仲間や中国人信者との間で実際にわされた会話のようで

ある。

34 頁

你来做什麽　what do you come to do（あなたは何をしに来たのか）

我們傳道来了　we have come to preach（我々は伝道しに来た）

傳道他没有口才　as for preaching, he has not command of language（伝道に関

して，彼は言葉の才能がない）

第七章

35 頁（誤りのある表現と重複・誤りの箇所はそちらを参照）

不信的　unbelieving（信じていない）

37 頁

赦我的罪如同我赦人的罪　forgive my sins as I forgive the sins of others（私が

人の罪を許すように，私の罪を許したまえ）意味は通じるが，やや翻訳調の

表現ではある。

愛父母過於愛兄弟　love parents more than brothers ; see also Mattew x. 37 ; 

Mark ix. 43-5-7（兄弟よりも父母をより愛せ）著者は「マタイの福音書」

10-37，および「マルコの福音書 9-43-4-7」を参照せよ，としている。「マ

タイの福音書」10-37 には「わたしよりも父や母を愛するも者は，わたしに

ふさわしい者ではありません。また，わたしよりも息子や娘を愛する者は，

わたしにふさわしい者ではありません」（『バイリンガル聖書〈新訳〉』）とあ

る。また，「マルコの福音書 9」（43-4-7 は表記ミスか）にも該当する文章は

見当たらない。

38 頁（誤りのある表現と重複・誤りの箇所はそちらを参照）

山東人有江蘇的多　Shantung has more people than Kiangsu（山東の人口は江
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蘇よりも多い）

第十章

49 頁（誤りのある表現と重複・誤りの箇所はそちらを参照）

死人焉能復活呢　how can the dead arise?（どうして死人が生き返ることがあり

えようか）

第十七章

33 頁

世上的人他都能愛　he is able to love all men（世の中の人全てを彼〈神〉は愛

することができる）

第十八章

70 頁

刀子叉子和匙子是喫飯用的　knives, forks and spoons are used in taking meals

（ナイフ，フォーク，スプーンは食事の際に用いるものである）印刷では，

叉の字が父のようになっているが，これは誤り。中国に長年住んだ著者が箸

を使わなかったとは考えられず，これは中国人に西洋式の食事を教えてる際

に使った表現であろう。ということは，家庭においては西洋式の食器一式を

持ち，よく使っていたと推測される。）

第十八章

71 頁（誤りのある表現と重複・誤りの箇所はそちらを参照）

殺牛宰羊　kill oxen and sheep（牛や羊を殺す）

信他愛他跟他　believe, love and obey him（彼を信じ，彼を愛し，彼に従いなさ

い）

80 頁

我們来傳道叫你們大得好處（英訳なし）（私達が伝道に来たのは，あなた達に好

いことをするためです）

願天父保佑我們免得陥在罪裡　may the Heavenly Father protect us from falling 

into sin（天にまします我らが父よ，我らが罪を犯さぬようお守りたまえ）

81 頁
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神愛世人甚至把他獨生的兒子賜給他們（英訳なし）John 3, 13（神は世の人を深

く愛し，自分の唯一人の子を人々に差し出すことすらする）　著者は出典を

John 3, 13 としているが，「ヨハネの手紙　第三」には該当する文章が見当た

らない。

（4）時代を感じさせる語句や表現

第一章

4 頁

推車　to push barrows　推車的　barrowman（車引き人夫）

読書人　students（学生）

鴉片　opium（アヘン）

第三章

3，7 頁

一塊洋銭　one（or a）forign dollar（1 ドル）この文章では英訳に forign dollar 

とあるので，1 ドルとしたが，「洋銭」は清末から民国期にかけて通用した

銀貨を指す。

這塊洋銭 this dollar（この銀貨）

第四章

12 頁

中國皇帝光緒　Kuang-hsu, the Emperor of China

王二我的用人很老實　Wang II., my servant,（or, who is my servant） , is very 

honest（私の召使いである王二は非常に正直である）当時は召使いがいたの

で，「用人」という表現を使ったのであろう。続く「王二就是我的用人」や，

24 頁の「我這個老實忠心的用人」の「用人」も同様である。なお，類語に

「佣人」というのがあるが，こちらは「雇い人」という広い意味になる。

もっとも，近年の中国では住み込みのお手伝いを雇うようになっており，こ

の場合には「用人」のほか，「佣人」も用いる。

第五章
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14 頁

洋布紅的黄的藍的都有　forign cloth, red, yellow, and blue, are all on hand（紅い

カナキン，黄色いカナキン，青いカナキン，何でもある）

20 頁

布三疋　cloth 3 pieces「疋」は馬やロバなどのほか，反物（一般に 50 尺もしく

は 100 尺）を数える量詞「疋」は古い字体で，現在では「匹」の字を使う。

24 頁

養活教訓你的父母　parents that jourish and teach you（あなたを養い，教え導

いてくれた父母）　現代漢語なら，「教育」というところであるが，120 年前

には「教育」という語彙がまだなかったため，「教訓」と書かざるを得な

かった。

第十二章

58 頁

把銀子送給難民　give silver to the sufferers（銀貨を難民に送る）

罰他十塊洋銀　fine him ten dollars（彼に 10 ドルの罰金を課す）

30 頁

他們都被兵丁殺盡了　they were all killed by soldiers（彼らは皆，兵士によって

殺害された）

被賊掠了　captured by thhieves（賊に略奪された）

挨官府的打　to receive a beating from the mandarin（地方官吏に殴られる）

第十七章

18 頁

士農工商　scholars, farmers, artizans and merchants - citizens（学者・農民・手

工業者・商人─市民）

君王官上　emperpr and mandarins - the rulers（皇帝と役人─支配者）

民夫兵丁　citizens and soldiers - the people（市民と兵士─庶民）

第十八章

73 頁
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非但荒年而且反亂　not only famine but also rebellion（飢饉ばかりでなく反乱も

起る）

（5）誤りのある単語や表現

第一章

2 頁

「地處」を place（場所）としているが，場所は一般に「地方」という。「地處」

と言うと，動詞となり，「位於」「處在」と同じく，～に位置する，という意

味となる。

「走處」を place to walk（歩いていくところ，行き先）としているが，一般に

「走處」とは言わない。もし「處」を使うのなら，「去處」という表現があ

る。

3 頁

「馬兵」を horse soldiers（馬に乗った兵士，騎兵）としているが，この意味なら，

「騎兵」というべきである。関連用語としては「騎兵部隊」「騎兵団」などが

ある。

第三章

7 頁

「這些孩子們」　these children（これらの子供たち），「五個弟兄們」five brothers

（五人の兄弟），「三班学生們」three classes of purpils（3 クラスの生徒）の

「們」は，この場合，削除されなければならない。前に「這些」「五個」「三

班」などの複数を表わす語句があるため，重複になるからである。「這些孩

子們」なら，「這些孩子」と言わねばならないし，「們」をつけるなら「孩子

們」と言わなければならない。

9 頁

「服個的」whose?（誰のもの？）となっているが，これは明らかに「那個的」も

しくは「哪個的」の誤植。

　なお，その前に句で「那個」who? whom?（誰？誰に？）としているが，
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これは誤りではない。120 年ほど前は，「哪」も「那」も時として同じ意味

で用いられ，どちらかというと「那」の方が書面語であったという。

11 頁

該定規在甚麽地方相會　we ought to settle at what place we will meet each 

other（どこで待ち合わせるか，場所を決めるべきだ）の中の「定規」は「規

定」の誤植。

第五章

14 頁

本地先生那用功的可以能進達　native teachers - those who make an effort -may 

be able to get promotion（現地の教師らは，努力する者であれば，昇進が可

能である）本地先生那用功的可以能進達は，本地先生，那些用功的，可以能

進達と，句点を入れた上で，那を那些と複数形にするか，もしくは「那個」

と単数形にすべきで，このままではおかしい。英文は複数型になっているの

で，「那些」とするのがよかろう。

13 頁

五分年程　five-tenths of a crop　例年の半分の収穫，という意味のようで，「年

程」は「年成」の誤植。

17 頁

来往　more or less　三十来往　above or below thirty　30 前後の意味で言って

いるようであるが，「来往」は往来する，という意味で，これは完全な誤り。

～上下，～左右，～光景としなければならない。

20 頁

他朋的病利害　his friend’s illnes is severe　彼の友人の病は重病だ，と言う意味

で，「朋」は「朋友」の誤植である。なお，「利害」は「厲害」とも書く。

22 頁

多多的人　very many men「多多」は多くの，の意味で使っており，「很多」「許

多」とすべき。「多多関照」とは言うが「多多的」「多多看」とは言わない。

なお，「多多」にはどちらかというと南方方言のニュアンスがあるという。
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25 頁

他們的那些四個小學生　those four small pupils of theirs（彼らの 4 人の小学生）

「些」と「四個」とが重複するので，「些」を取らなければならなず，「他們

的那四個小學生」が正しい文章である。「的」はあっても間違いではないが，

取って「他們那四個小學生」の方がよりいい。

你所買的那所頂高房子　that very tall house which you bought（あなたが買っ

たあの屋根の高い家）英文の意味にするなら，「頂高房子」を「頂高的房子」

としなければならない。なお，「頂高的房子」と言った場合，「頂」を副詞に

解して「一番高い」という意味にもなる。さらに「高」も，屋根のほか，値

段に意味にもなり得る。ちなみに，現代漢語で「屋根の高い家」は「高頂房

子」か「房頂高」という。従って，原文の「頂高房子」が「高頂房子」の誤

植のだとすれば，これは正しい文章となる。しかし，前後を間違える誤植は

他に見当たらないので，その可能性は低そうである。

第六章

28 頁

従前貴現在賤　formarly costly, nou cheap（以前は高価だったが今は安い）「賤」

には確かに，値段が安い，という意味があり，このままでも決して誤りでは

ない。但し，現代漢語では，「貴，賤」は人の社会的身分に関して使われる

ことが多く，物の値段なら，「貴，便宜」と言うことが多い。もっとも，北

方（北京土話や東北地方）では現在でも「賤値」（安値）「賤賣」（安売りす

る）という表現が使われており，120 年前には一般的であった表現が，北方

に残っている，と解することもできそうである。

29 頁

作完了這個工夫可以来告訴我　when you will have finishued this work you may 

come and tell me（この仕事を終えたら，私の所に私の所に報告に来てよろ

しい）「工夫」は「工作」の誤植。

我看着你已経喫飽了　I see that that you have already eaten to satisfaction（看

るところ，もう十分に食べたでしょう）　「私が思うに」の意味なら，「着」
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を取って「我看你已経喫飽了」としなければならない。「我看着你喫」とい

うと，あなたが食べるところを看ている，となる。

30 頁

未曾傳道焉能聴見　if there has yet been no preaching how can（they）here?

（伝道をしなければどうして彼らは〈福音を〉聞くことができようか）「焉」

は文語なので，口語文の場合は「怎」もしくは「怎麽」としなければならな

い。

31 頁

我不要明天到郷裡去　I do not wish to go to the country to-morrow（私は明日，

農村部へは行きたくない）まず「明天」を「我」の前か直後に移動する必要

があるが，英文の意味にするなら「明天我不想到郷裡去」とすべき。なお，

「我明天不要到郷裡去」と直したとしても，「行ってはならない」もしくは

「行く必要がない」という意味になる。「要」と「不要」の意味のずれは，外

国人が犯しやすい間違いの一つといえる。

34 頁

善會講話　skilled in talking（講話がうまい）「善會」は「善於」と直さなければ

ならない。

第七章

35 頁

這件衣裳該賤些　this piece of clothing ought to be a little cheaper（この衣服は

もう少し安くあるべきだ）先述の如く，「賤」は現代漢語では「便宜」と言

うことが多い。なお，和訳は英訳に従ったが，漢語の文章は，「該」を推測

を表すとして「こちらの衣服ならもう少し安いかも知れない」とも解するこ

とができる。

不信的　unbelieving（信じていない）「不信的」とは言わないので，「不可信的」

と直さなければならない。「不相信」（信じない）という動詞句なら言える

が，名詞句にして「不相信的」とは言えないのと同じである。

33 頁
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那棵樹項高　that tree is the very highest（あの木は最も高い） 「項」は「頂」の

誤植。

37 頁

相外國人似的　like foreigners（外国人のよう）「相」は「象」の誤植。

38 頁

這本書有那本好　this book is bettet than that（この本はあの本よりもいい）

山東人有江蘇的多　Shantung has more people than Kiangsu（山東の人口は江

蘇よりも多い）これらの文章は厳密にいうと，間違いとは言い切れない。と

いうのも，「Ａ有Ｂ＋形容詞」という比較表現には幅があり，「ＡはＢぐらい

に～だ」とういう意味が基本であるが，場合によってはこれが拡大して「Ａ

はＢよりも～だ」という意味にもなるからだ。考え方としては，「ＡはＢよ

りも悪くない」という意味と同じで，だとすると同じぐらいにいいか，時に

はそれ以上のこともあり得る，ということである。

　前者の意味を明確にしたければ，形容詞の前に「那麽」を入れて「這本書

有那本那麽好」と言う。逆に，後者の意味を明確にしたければ，「有」の代

わりに「比」を使い，「這本書比那本好」「山東人比江蘇的多」と言い換えな

ければならない。なお，近年では，「比」よりも「有」を使った表現の方が

ソフトな感じがするということで，若い世代の間では，後者の意味で「有」

を使う人も増えているとのことである。

　著者がどの程度，このニュアンスの違いを理解していたかは不詳である

が，すぐ上の例文に「今天比昨日冷」というのがあるほか，他の場所でもい

くつかあげており，著者が「比」を使った比較表現を知らないわけでは決し

てない。

　ちなみに，比較表現を否定する時には「這本書没有那本好」と「没有」を

使うので，肯定の場合はこの「没」を取ればいいと勘違いして，「比」を用

いずに，「這本書有那本好」と言ってしまうことは，現在でも中級レベルの

外国人学習者がよく間違える点である。

中國人都屬他聰明　Chinese all yield to him in wisdom（中国人は皆，彼の聡明
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さを認めている）「屬」は「属」の繁体字で，この場合は「（屈服して）認め

る」の意味で使っているようであるが，漢語ではこのようには言わない。

「屬」を「数」に改め，「中國人都数他聡明」とすれば「中国人都認為他聡

明」の意味になる。ちなみに，「中国人就数他聡明」というと，「中国人認為

他是最聡明的人」という意味になる。

第八章

40 頁

題　to mention　題上 to bring to mind これは「提」「提上」の誤植。

第八章

42 頁

我們住不開這個房子　we cannot occupy this house, i. e., it is too small for us

（我々はこの家に住むことができない，小さすぎる）漢語ではこのようには

言わない。これだと語順も英語の影響が色濃い。「這房子我們住不下（太小

了）」と言い換える必要がある。

43 頁

到明年他必死過了　by next year he shall have died（来年までに彼は死んでい

るだろう）

到明日晩上他必不到過　by to-marrow evening he shall not have arrived（明日

の晩までに彼は到着しないであろう）いずれの文章も，「過」を削除しなけ

ればならない。最初の文章は「到明年他必死了」か「到明年他必定已経死

了」と言い換えなければならない。「死」や「到」はこの場合，動詞として

使われているので，その後ろに目的語を置くことはできない。

第九章

45 頁

我是個貧人　I am a poor man（私は貧しい人間だ）「貧人」とは言わないので，

「窮人」と直さなければならない。なお，書面語で「貧窮人」とは言うが，

文語でも「貧人」とは言わない。彼がこうした間違いをした背景には，文語

の素養があったからであろう。
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第十章

49 頁

昨日怎麽没来過　how is it that you did not come yesterday?（どうして昨日，

来なかったの？）文末の「過」は削除しなければならない。

死人焉能復活呢　how can the dead arise?（どうして死人が生き返ることがあり

えようか）現代漢語では，「焉」を使うなら，文末の「呢」は削除する必要

がある。口語では「焉」ではなく「怎麽」を使うのが普通である。ただし，

120 年前にはこうした「半白話文」的な表現が普通に使われていた可能性は

否定できない。

第十一章

50 頁

他在屋理　he is in the house（彼は部屋の中にいる）「理」は「裡」の誤植。

52 頁

使鎗被他打殺　killed by him with a gun（彼に銃で殺された）語順が間違ってお

り，「被他用（使）鎗打殺（死）」と直さなければならない。

第十五章

33 頁

那是現成買的　that was bought ready made（あれは既製品を買ったものです）

このままでも意味が通じなくはないが，堅さがあり，語順を「那是買的現成

的」と改めなければならない。

第十六章

35 頁

要去屢次　must go many times（何度も行かなければならない）「屢次」は文語

で，口語で使うことはなく，「要去多次」と言い換えなければならない。但

し，「屢次三番」（何度も何度も）「屢教不改」（何度注意しても改めない）な

どの成句の場合は，この限りではない。

第十八章

71 頁
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殺牛宰羊　kill oxen and sheep（牛や羊を殺す）文法的には誤りではないが，「殺

猪宰羊」というのが本来の成句で，戦勝の宴をはるため，豚や羊を殺して祝

賀の準備をするという時に使う。この意味で使うなら，「牛」は「猪」に置

き換える必要がある。著者が「猪」を「羊」に置き換えたのは，単純な誤り

でなければ，アメリカ人がよく使う表現として意図的に改めたことも考えら

れる。ちなみに，猪（豚）と羊が対比される例は，「磨刀霍霍向猪羊」（刀を

フォーフォーと音を立てて磨き，豚や羊に向かう）というのがある。牛と羊

の対比も「牛羊成群」というのがあることはある。

71 頁

信他愛他跟他　believe, love and obey him（彼を信じ，彼を愛し，彼に従いなさい）

「複数の他動詞の目的語が同じ場合，（接続詞なしで）動詞のすぐ後につけて

繰り返すことができる」という説明は正しく，この例文も文法的には誤りで

はない。但し，最後の「跟他」は「彼に従いなさい」の意味にはならない。

「跟」には確かに，①ついていく，という意味がる。「你跟那個導師学？」な

どがその例であるが，「跟他」となると，②男女が一緒に住む，という意味

もある。「她跟人了」というと，彼女は結婚した，「她重跟人了」というと，

彼女は再婚した，という意味になる。著者はこの②の意味があることを知ら

なかったと思われる。英文の意味にしたければ「跟随他」としなければなら

ない。著者はこの場合の「他」を神の意味で使っている可能性も考えられ，

だとすると，これは宗教観や文化の違いから生まれた勘違いともいえよう。

第十八章

77 頁

他没有来之先我們還在城裡住着　before he came we were still living in the city

（彼が来る以前から我々は城内に住んでいた）「先」は「前」に直さなければ

ならない。
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注
 1） 費蘇 1985「淮安基督教簡況」『淮安文史資料』第二輯　淮安県文史資料研究委員会編
 2） パール・バックの『大地』の舞台を巡っては，拙稿 2001「パール・バックと江北農

村」を参照されたい。また，パール・バックの中国での足跡を訪ねたレポートとし
て，2002「中国におけるパール・バックの足跡」がある。

 3） 本書は，邦訳がある。深沢正策訳 1937『戦える使徒』ダヴィット社。
 4） この自伝は 1978 年になって，娘の Grace による校訂を経て，Peal S. Buck Birth-

place Foundation から，同名のタイトルで出版され，はじめて公にされた。55 頁ほ
どの小冊子ではあるが，本人が書いているだけに，貴重な記述となっている。残念
ながら本書は日本の図書館にはなく，私も 1995 年にカリフォルニア大学に滞在中，
他の図書館（Fairmount State College Library）からとりよせてコピーをすること
ができた。リプリント版も今のところない。

 5） Our Life and Work : A Private Account by Reverend Absalom Sydenstricker（1978）
にある，Grace の記した序文より。

 3） Jost Oliver Zetzsche 著 Absalom Sydenstricker（1852-1931） : a ruling minority of 
one University of Cambridge. North Atlantic Missiology Project（Google books に
よると，本書は 58 頁の小冊子のようであるが，出版年も不詳で，残念ながら本書
は入手できていない）。

 7） John Lawson Stoddard, Absalom Sydenstricker, Paul Carus, George T. Candlin, 
Stewart Culi 共著　Miscellaneous works on China : A collection of pamphlets on Chi-
na, all of which were published between 1887-1897 McClain Print. Co（1978）

 本書は未見であるが，カリフォルニア大学バークレー校の図書館に所蔵されてい
る。書誌情報によると，本書に収録されているアブサラム・サイデンストリッカー
の書いたものは，Construction and Idioms of Chinese Sentences となっており，本
稿で扱っている漢語テキストが再録されているようである。

 8） アブサラムの自伝を校訂した Grace によると，この新しい中国語訳の聖書は，1933
年に，パール・バックによって，ニューヨークにある American Bible Society に寄
贈されたという。

 9） 原文の dialectic disctinctions は dialectic distinctions の誤植。これを文字通り訳す
と「弁証法的な特徴」となる。しかし文法書で扱う内容としては，「方言的な特徴」
とした方がふさわしいので，dialectic を dialectic の意に解して，このように訳した。
120 年前の英語では dialect に ic をつければ形容詞になったということである。

10） 原著の zh の〔h〕は，国際音標文字（IPA）でも，帯気音を表す。国際音標文字は
1888 年に制定されており，1889 年に刊行された本章がこれを踏まえている可能性
は十分に考えられる。

11） 原文の T'sing-kiang-p’u は清江の旧名である清江浦のこと。『中国歴史地図集』第 8
冊「清時期」に清江浦の地名がみえる。上海辞書出版社の『中国地名詞典』による
と，清江は旧市名で，1951 年に淮陰県城から分離，設置されたが，原名の清江浦か
らその名をとったとある。なお，1958 年に淮陰市に，1934 年に清江市に，1983 年
に再び淮陰市に改名されている。

12）印刷された小冊子では，「第三部」の表記が第十八章の下に印刷されているが，こ
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れは上に来るべきところを誤って印刷したと思われるので，邦訳に際して修正して
おいた。

13）The Chinese Recorder and Missionary Journal の存在は，1995 年，カリフォルニア
大学滞在中に，図書館で初めて知った。この文献もその際に入手した。なおこの雑
誌の書誌学的な情報を付しておくと，創刊されたのが 1838 年で，出版地は中国の
Foochow（福州のことか），出版社は Rozario, Marcal となっている。なお，1872 年
に中国に派遣されたアメリカ人宣教師のアーサー・スミスも，雑誌の編集に携わっ
ていた時期があった。その後，1912 年に正式な雑誌名が，The Chinese Recorder と
なり，出版地も上海に，出版社も American Presbyterian Mission Press に変更

（vol.43 no.2 より）となっている。さらに 1939 年に，出版地，出版社は不変だが，
雑誌名が The Chinese Recorder and Educational Review に変更（vol.70 no.1 より）
となった。その後の詳しい情報はないが，図書館の所蔵情況から判断して，1941 年
に廃刊となったと考えられる。日本の図書館でこれを所蔵しているのは数少なく，
しかも欠本が多いが，唯一，天理大学図書館が全巻所蔵していることになっている。

文献リスト
Buck, Pearl S. 1933 Fighting Angel : Portrait of a Soul John Day（深沢正策訳

1937 『戦える使徒』ダヴィット社）なお，母親の伝記である The Exile : Por-

trait of an American Mother John Day（1933?）（村岡花子訳 1933『母の肖

像』ダヴィット社，1957 新潮文庫／深澤正策訳 1938 『母の肖像』第一書房）

と合わせ，上記二冊の原書は，The Spirit and the Flesh（1944）と題して合

冊出版もされている。

Friendly critic 1889（book review of）Construction and Idioms of Chinese Sen-

tences The Chinese Recorder Vol. XX No.7 pp.337-339.

G. S. Y（Grace Sydenstricker Yaukey）1931 In remembrance Absalom Syden-

stricker The Chinese Recorder Vol. LXII December pp.779-781.

Stoddard, John Lawson & Sydenstricker, Absalom & Carus, Paul & Candlin, 

George T. & Culi, Stewart eds. ─ Miscellaneous works on China: A collec-

tion of pamphlets on China, all of which were published between 1887-1897 

McClain Print. Co（1978）

Sydenstricker, Absalom 1887a Variations in the spoken language of northern 

and central China The Chinese Recorder vol. XVIII No.3 pp.105-108.
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Sydenstricker, Absalom 1887b Southern Mandarin The Chinese Recorder Vol. 

XVIII No.4 pp.154-155.

Sydenstricker, Absalom 1887c The dialect of the river and grand canal The 

Chinese Recorder Vol. XVIII No.3 pp.223-227.

Sydenstricker, Absalom 1888a Romanizing the official dialect The Chinese Re-

corder Vol. XIX No.1 pp.33-38.

Sydenstricker, Absalom 1888b The official dialect The Chinese Recorder Vol. 

XIX No.7 pp.300-301.

Sydenstricker, Absalom 1889 An Exposition of the Construction and Idioms of 

Chinese Sentences : As Found in Colloquial Mandarin. for the Use of Learn-

ers of the Language American Presbyterian Press, Shanghai（なお，現在，

本書のリプリント版が，Amazon.usa を通して購入可能となっている。ISBN 

978-1-44438-831-3　筆者も参考までに購入したが，ベースになっているのは

スタンフォード大学図書館所蔵のもので，印字は決して鮮明とはいえない）

Sydenstricker, Absalom 1908 Some principles which should guide the mission-

ary in his study of the Chinese language The Chinese Recorder XXXIX 

No.7 pp.335-375.

Sydenstricker, Absalom 1912 Language study classes The Chinese Recorder 

Vol. XLIII April pp.240-242.

Sydenstricker, Absalom 1978 Our Life and Work : A Private Account by Rever-

end Absalom Sydenstricker Peal S. Buck Birthplace Foundation, McCLAIN 

Printig Company, West Virginia

Zetzsche, Jost Oliver ─ Absalom Sydenstricker（1852-1931）: a ruling minor-

ity of one University of Cambridge. North Atlantic Missiology Project 
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会文化学会　東京
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要』11 号　武蔵大学総合研究所　東京
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